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義
寂

の
浄
土
思
想
に
お
け
る
身
土
観

に

つ
い
て

李

種

林

は

じ
め
に

浄
土
思
想

の
中
に
お
い
て
最
も
重
要
視
さ
れ
、
古
く
か
ら
中
国
語
緒

論
師
の
問
で
、
そ
の
配
属
を
め
ぐ
っ
て
盛
ん
に
論
争
が
交
わ
さ
れ
た
問

題
の

一
が
阿
弥
陀
仏

の
身
土
論
で
あ
る
。
韓
国
の
新
羅
期
時
代
に
お
い

て
も
こ
う

い
っ
た
流
れ
を
受
け
、
教
学
的
な
側
面
か
ら
接
近
す
る
こ
と

が
主
流
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
当
時
と
し
て
は
唯

一
、
善
導
の

浄
土
教

学
を
受
け
入
れ
、
独
自
色
を
打
ち
出
し
新
た
な
展
開
を
み
せ
た

の
が
義
寂

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
彼
の
弥
陀
身
土
観
は
複
雑
な
構
造
で
形
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
大
変
難
解

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
主
と
し
て
教
学
的
な
側
面
と
凡
夫

往
生

の
た
め
の
側
面
が
あ
る
。
本
論
稿
で
は
、
こ
の
両
面
を
確
か
め
る

こ
と
を
主
旨
と
し
た

い
。

一
、
発
心
位

に
お
け
る
弥
陀
身
土
観

義
寂

は
弥
陀
身
土

の
解
釈
に
当
た

っ
て
、
ま
ず

『無
量
寿
経
』
と

『悲
華
経
』
所
説

の
発
心
を
比
較
検
討
し
、
『大
智
度
論
』
の
弥
陀
身
土

位
置
づ
け
の
内
容
に
あ
て
、

今
以
理
准
。

宝
蔵
仏
時
所
発
心
者
。
是
信
発

心
。
於

世
饒

王
仏
所

。
発
後

二

種
発
心
。

王
劫
思
惟
以
前
発
心
。

王
劫
思
惟

以
後
発

心
。
…
…
問

若
法
蔵
比

丘
時
爾
。
已
証
発

心
者
。
何
故
論

云
。
法
積
比
丘
。
功
徳
力
薄
。
不

能
得
見
。

上
妙
国
土
。

是
故
阿
弥
陀
国
。
不
如
華
積

世
界
。
答

国
土
勝
劣
不

定
。
彼
望

上
位
所
見
。

是
故
不
如
華
積
世
界

。
爾
時
始

登
初

地
位

故
。
又
先
為

説

二
百

　
1
　

一
十
億
土
。
此
時
未

登
初
地

因
位
。

と
あ
る
よ
う
に
、
『悲
華
経
』
に
説
く
発
心
は
、
十
信
位
に
あ
た
る
信

成
就
発
心
で
あ
り
、
『無
量
寿
経
』
に
説
く
発
心
に
は
、
四
十
八
願
を

発
す
る
前
に
三
賢
位

の
解
行
発
心
で
あ
る
世
間
有
漏
発
心
と
後
に
初
地

以
上

の
証
発
心
で
あ
る
出
世
間
無
漏
発
心
の
二
種
が
あ
る
と

い
っ
て
、

『大
智
度
論
』
に
弥
陀
浄
土
が
華
積
世
界
に
劣

る
と
説
く

の
は
、
法
蔵

比
丘
が
地
前
修
因
の
と
き
の
発
心
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
世
自

在
王
仏
が
法
蔵
比
丘
の
た
め
に
変
現
せ
ら
れ
た
十
方
浄
土
、
つ
ま
り
二

百

一
十
億

の
仏
土
を
説
く
と
き
に
は
、
地
前
の
菩
薩

で
あ
っ
た
た
め
自
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力
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
仏
力
に
よ
っ
て
の
み
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
文
に
お
い
て
示
さ
れ
た
義
寂
の
発
心
位
に
お

け
る
弥
陀
身
土
の
解
釈
は
、
変
化
身
土
に
重
き
を
お
い
た
も
の
で
あ
り
、

浄
影
世
慧
遠
が
主
張
す
る
弥
陀
変
化
身
土

(応
身
土
)
説
に
基
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『悲
華
経
』
と

『無
量
寿
経
』
所
説
の

発
心
を

『起
信
論
』
に
説
く
三
種

の
発
心
に
関
連
づ
け
た
の
は
、
彼
の

独
自
的
見
解
で
あ
る
と
い
え
る
。

二
、
浄
土
教
関
係
語
論

に
お
け
る
弥
陀
身
土
観

義
寂

は
ま
ず
、
弥
陀
浄
土
を

『仏
地
経
論
』
に
説
く
十
八
円
浄
の
な

か
、
「分
量
円
満
」
の

「周
円
無
際
」
を

『往
生
論
』
の

「無
辺
際
」
に

通
じ
る
も
の
と
し
、
弥
陀
浄
土
を
受
用

・
変
化

の
い
ず
れ
の
浄
土
に
撮

め
る
か
を
説
く

『仏
地
経
論
』
の
内
容
に
基

い
て
、
そ
れ
は
階
位
の
所

見
に
よ

っ
て
異
な
る
も
の
で
、
仏
所
変

の
浄
土
は

一
で
あ
る
が
、
地
前

位
は
変
化
土
と
み
る
と
し
、
地
上

の
菩
薩
は
受
用
土
と
み
る
と
し
、
浄

土
を
変
化

・
受
用
の
二
土
と
定
め
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
『喩
伽
論
』
七
十
九
巻
に
説
く
密
意
説
と

『撮
大
乗
論
』
の

別
時
意
説
を

『往
生
論
』
の

「二
乗
異
生
不
生
」
と
い
う
説
に
関
連
さ

せ
、
二
論
の
密
意

・
別
時
意
説
に
示
さ
れ
た
弥
陀
浄
土
は
受
用
浄
土
で

あ
る
け

れ
ど
も
、
衆
生
の
往
生
を
説
く
面
か
ら
見
れ
ば
、
発
願
の
み
に

よ
っ
て
往
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
別
時
意

で
あ
る
と
い
う
。
『無

量
寿
経
』
と

『観
無
量
寿
経
』
所
説
は
願
行
相
応

で
あ
る
が
、
三
輩
九

品
の
す
べ
て
の
往
生
を
説
く
の
は
変
化
浄
土

で
あ
る
と
し
、
『往
生
論
』

に
、
二
乗
異
生
な
ど
が
往
生
で
き
な
い
と
い
う
の
は
受
用
浄
土
説
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
文
に
お
け
る
義
寂

の
解
釈
は
、
法

相
唯
識
系
、
こ
と
に
窺
基

の
弥
陀
浄
土
説
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

三
、
四
部
経
に
お
け
る
弥
陀
身
土
観

義
寂
は
浄
土
教
関
係
経
典
を

「四
部
経
」
と
い
う
語
に
ま
と
め
、
以

下
の
文
に
そ
の
弥
陀
浄
土

の
相
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
。

問
此
四
部
経
所
説
浄
土
。
為
是
]
浄
土
為
是
有
差
別
。
答
准
論
験
経
。
非

一

種
也
。
所
以
者
何
。
阿
弥
陀
浄
土
有
多
品
故
。
随
時
所
説
有
差
別
也
。
案
文

而
求
観
経
及
陀
羅
尼
経
所
説
土
相
。
是
化
浄
土
。
説
九
品
人
皆
得
生
故
。
説

有
父
母
摩
王
等
故
。
小
阿
弥
陀
経
所
説
土
相
。
是
受
用
説
故
。
彼
唯
有
阿
毘

賊
致
菩
薩
故
。
又
説
多
有
補
処
菩
薩
…
…
今
此
所
説
両
巻
経
中
。
頭
受
用
土
。

論
依
此
経
。
十
七
種
荘
厳
故
…
…
然
兼
亦
顕
変
化
浄
土
。
説
疑
仏
智
等
生
彼

　2

　

受
胎
故
。

こ
の
文
に
い
う
四
部
経

の
浄
土
の
土
相
は
、

一
浄
土
の
相
に
撮
め
る
も

の
で
は
な
く
、
経
典
の
説
相
に
よ
っ
て
配
属
す

べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、

『観
経
』
と

『鼓
音
声
経
』

の
浄
土
は
、
九
品
お
よ
び
父
母
な
ど
が
説

か
れ
て
い
る
の
で
、
変
化
浄
土
に
属
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
『阿

弥
陀
経
』
に
つ
い
て
は
、
阿
毘
践
致
菩
薩
と
補

処
菩
薩
の
み
説
い
て
あ

る
か
ら
、
受
用
浄
土
で
あ
る
と
釈
し
、
『無
量

寿
経
』
所
説

の
土
相
は
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五

『往
生
論
』
に
説
く
十
七
種
の
荘
厳
が
具
わ
っ
て
い
る
点
か
ら
み
れ
ば
、

受
用
浄
土
で
あ
る
が
、
疑
智
胎
生
説
も
あ
る
の
で
、
変
化
浄
土
も
兼
ね

る
も

の
と
す
る
の
で
あ
る
。

四
、
凡
夫

の
た
め
の
西
方
浄
土

い
ま
ま
で
述

べ
た
の
が
所
謂
教
学
的
な
身
土
の
解
釈
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
以
下
の
記
述
は
義
寂
の
弥
陀
身
土
観
の
総
撮
と
い
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。

此
経
所
明
即
是
阿
弥
陀
仏
。

一
方
之
所
現
也
。
創
建
勝
因
。
則

四
十

八
願

具

足
成
就
。
終
標
妙
果
。
則

二
十

九
徳
円
満
荘
厳
。
浄
過

三
界
。

…
…
極
楽

之

　
ヨ
　

称
其
在
藏
乎
。
所
以
如
来
慰
此
沙
婆
苦
多
楽
少
。

阿
弥
陀
仏
が
西
方
な
る

一
方
向
を
定
め
、
勝
因
を
立
て
四
十
八
願
を

成
就
し
、
そ
の
果
と
し
て
三
種
二
十
九
功
徳
荘
厳
を
施
し
て
。
娑
婆
世

界
に
苦

し
む
衆
生
の
た
め
に
救

い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と

い
う
。

つ
ま

り
、
弥
陀
浄
土
の
定
義
は
、
凡
夫
往
生
の
た
め
に
説
か
れ
た
浄
土
で
あ

る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
義
寂
の
弥
陀
身
土
観
の
立
場

が
明
瞭

に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
善
導
が
い
う
、
阿
弥

陀
仏
の
酬
因
の
報
土
説
と
、
そ
の
浄
土
を
依
報

・
正
報
荘
厳
と
し
、
指

方
立
相
を
説
い
て
末
代
凡
夫
を
導
く
た
め
と
す
る
説
と
共
通
点
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。

五

、
お
わ
り

に

以
上
の
諸
考
察
を
通
し
て
見
る
限
り
、
義
寂

の
弥
陀
身
土
観
は
、
教

学
的
な
解
釈
に
重
点
を
お
い
た
場
合
に
、
弥
陀
身
土
そ
の
も

の
に
意
味

を
あ
た
え
る
の
で
は
な
く
経
典
や
論

の
説
相
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
で

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
点
は
中
国
諸
仏
、
殊
に
窺
基
の
説
に
影
響
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
義
寂
の
弥
陀
身
土

観
の
帰
結
は
凡
夫
救
済
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

1

『無
量
寿
経
述
義
記
』
巻
中

(恵
谷
復
元
本
)
『浄
土
教
新
研
究
』
所
収

四
〇
八
頁

2

同
右

四
三
六
頁

3

同
右

四
一
五
頁

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

新
羅
義
寂

・
弥
陀
身
土
。
凡
夫
往
生

(仏
教
大
学
大
学
院
)
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